
平成２７年度労働事情実態調査結果のポイント 

 

調査の概要 

・調査時点：平成２７年７月１日 

・調査対象：県内中小企業１，３００社 

・回収状況：５２５社（製造業２８１社、非製造業２４４社） 

・回 収 率：４０．４％ 

 

 

◇経営状況 

「良い」１９．６％（昨年２１．３％）、「悪い」２７．９％（昨年２５．１％） 

 

◇主要事業の今後 

「現状維持」５９．４％、「強化拡大」３５．４％ 

 

◇経営上のあい路 

人材不足（質の不足）」４１．９％、「販売不振・受注の減少」３５．８％、「原材

料・仕入品の高騰」３４．０％ 

 

◇経営上の強み 

「顧客への納品・サービスの速さ」３０．４％、「製品の品質・精度の高さ」２８．

４％、「技術力・製品開発力」２８．２％、 

 

◇週所定労働時間 

「週４０時間」以下の事業所は９２．３％（昨年９０．３％） 

 

◇月平均残業時間（従業員１人当たり） 

従業員１人当たりの月平均残業時間は、「１０時間未満」が２２．９％で最も多く、

次いで「０時間」が２１．９％、「１０～２０時間未満」が２０．９％ 

 

◇月６０時間超残業 

  平成２６年に月６０時間超残業を行った従業員が「いる」とした事業所２６．８％ 

頻度については「３回から５回超える」４２．２％、「１回から２回超える」２５．

９％、「６回から８回超える」１８．５％ 

 

 



◇時間外労働削減策 

  「仕事のやり方の工夫・改善」５５．９％、「人員の増員」２２．８％、「管理職に

よる時間管理の徹底」２２．２％ 

 

◇年次有給休暇（従業員１人当たり） 

平均付与日数１５．５５日、平均取得日数は７．４８日で、取得率は４８．１０％ 

 

◇平成２７年３月新規学卒者採用状況 

技術系全体：採用計画２７０人に対し、２３３人採用（充足率８６．３％） 

事務系全体：採用計画９３人に対し、８５人採用（充足率９１．４％） 

 

◇新規学卒者の平均初任給（平成２７年６月の通勤手当を除く所定内給与） 

高 校 卒：技術系 １６２，２８１円（対前年比    １８１円減） 

事務系 １６８，９３０円（対前年比 １９，４３６円増） 

専門学校卒：技術系 １６７，９５６円（対前年比  ６，８７７円減） 

事務系 １７１，２２２円（対前年比 １５，７３８円減） 

短大卒(含高専)：技術系 １７５，２９０円（対前年比 １０，２１０円減） 

事務系 １６２，４５６円（対前年比    ３１３円増） 

大 学 卒：技術系 １９２，８３８円（対前年比 １８，０８１円減） 

事務系 １９２，２３５円（対前年比     ４６円減） 

 

◇平成２８年３月新規学卒者採用計画 

採用計画が「ある」とする事業所は２９．４％ 

学卒別平均採用計画：「高 校 卒」６１．７％、２．５３人 

「専門学校卒」３６．９％、１．９１人 

「短大卒(含高専)」１１．４％、１．２４人 

「大 学 卒」５２．３％、２．２４人 

 

◇有期労働契約の無期転換ルール等認知状況 

  「無期転換ルール」について「知っていた」５１．４％、「知らなかった」４８．６％ 

  「無期転換ルール特例」について「知っていた」２８．４％、「知らなかった」７１．

６％ 

  特例の適用について計画が「認定された」、または計画を作成し提出する「予定があ

る」５．３％ 

 

 



「認定を受けた」または「認定を受けようとしている」計画内容は、「高度専門職に

関する申請書（第一種計画認定）」８．７％、「継続雇用の高齢者に関する申請書（第

二種計画認定）」９１．３％ 

 

◇賃金改定状況 

平成２７年１月１日から７月１日までの間に賃金を「引上げた」のは５０．０％、「未

定」２１．０％、「今年は実施しない（凍結）」が１４．６％ 

改定後平均賃金 ２５５，５１５円（加重平均） 

平均改定額     ４，８３９円 

平均改定率      １．９３％ 

  賃金改定の内容は、「定期昇給」５１．５％、「基本給の引上げ（定期昇給制度のな

い事業所）」３５．９％、「ベースアップ」１８．１％ 

  賃金改定の決定要素は、「企業の業績」が７０．６％、「労働力の確保・定着」４７．

８％、「世間相場」２５．３％ 


